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[背景]2024 年 4 月から「医師の働き方改革」が適用され、医師の労働時間短縮が求め

られるようになった。これに対し医師から看護師へのタスク・シフト／シェアが推進

されている。 

[取り組み]医師から看護師へのタスク・シフト／シェアがなされた場合、その医療が

安全かつタイムリーに提供できる体制整備が望まれる。当院では、タスク・シフト／

シェアできる業務範囲について医師、認定看護師、特定看護師、学会認定看護師で検

討した。その結果、5 つのプロトコールを作成し、外来では「頭部外傷時の頭部 CT に

関するプロトコール」、病棟では「胃管挿入時の位置確認に対するレントゲン検査に関

するプロトコール」の運用を開始した。プロトコールに基づき検査を実施することで、

外来、病棟とも医師の指示回数が削減された。 

[結語]プロトコールにより看護師が検査の指示を行うことは、医師の働き方改革への

対応策として有用である。 


